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北海道東部におけるジュウシホシクビナガハムシCrioceris 
quatuordecimpunctata（甲虫目：ハムシ科）の初記録
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ジ ュ ウ シ ホ シ ク ビ ナ ガ ハ ム シ Crioceris 
quatuordecimpunctataはアスパラガスを選択的に捕
食する農業害虫であることが知られており，アス
パラガスムシと呼ばれることもある．1978年の中
根ら（1978）の報告では，分布は本州と九州に限ら
れており，北海道での分布は確認されていなかっ
た．しかし，1987年に札幌での分布が確認され（西
島・斉藤1988），それ以降1998年に岩見沢（二口
1998），2002年に小樽（山本2003），2006年に美唄
で発見されており（山川2006），北海道での報告が
徐々に増えつつあった．しかしこれまでの報告は
道央地域に限られており，このたび初めて道東地
域の斜里町で本種が確認されたため，ここに報告
する．

2012年7月7日に，著者らは斜里町来運の来運
水の学校（旧来運小学校）敷地内の畑で栽培され
ていたアスパラガス上で本種を多数確認した．な
お証拠標本は99%エタノールで固定後に展肢し，
知床博物館に保管されている．
斜里町をはじめ近隣の清里町や小清水町ではア
スパラガスを栽培している農家が多数存在してお

り，本種が栽培アスパラガスに被害を与えること
が危惧される．そのため，ジュウシホシクビナガ
ハムシの分布状況について今後も注意する必要が
あるだろう．

Crioceris quatuordecimpunctata（Scopoli, 

1763）ジュウシホシクビナガハムシ（図）
標本：3 exs. 7 VII 2012．北海道網走地方，斜里
郡斜里町来運．43°50' 6.3"  N, 144°38' 36.5"  E（WGS 

84）．臼井平採集．
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図．ジュウシホシクビナガハムシ
Crioceris quatuordecimpunctata．内田
暁友撮影．

5 mm


